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１ はじめに

現在、当県では被災地域において、復興庁・農林

水産省「食料生産地域再生のための先端技術展開事

業」が実施され、各分野で農業生産力の復旧復興を

図るための様々な研究が行われている。

その中で、当研究所では規模拡大・多角化を目指

す実証経営体を対象として、震災以前から作付経験

のある水稲と大豆等作物に加工・業務用キャベツの

露地野菜を加えた栽培体系を、定着させるための研

究を進めているところである。

実証経営体に加工・業務用キャベツが定着するた

めには、第一に収益性の高いことがあげられるが、

生産を行うために必要となる労働力確保も重要であ

る。労働力を安定的に確保するためには、担い手が

高齢化しても続けられる作業内容が必要と考えられ

る。

そこで本研究では、特に加工・業務用キャベツの

収穫作業の軽労化に焦点を当て労働負荷の視点か

ら、実証経営体において収穫機を使用した場合（以

下、機械収穫）と手取りした場合（以下、手収穫）

の違いについて明らかにする。

２ 研究方法

実証経営体が作付けしているキャベツ圃場におい

て、収穫作業に従事している男性４人（60歳代３人、

30歳代１人）を対象に、2017年２月７日と２月９日

の２回、機械収穫または手収穫でそれぞれ30分間作

業を実施した。その作業前後に「疲労部位しらべ」

（日本産業衛生学会産業疲労研究会撰）の自記式質

問紙を用い、作業者の身体17部位での痛みやだるさ

（以下、疲労）の程度（以下、自覚疲労度）につい

て調査を行った（図１）。

３ 結果と考察

機械収穫は通常３～４人での組作業1)が行われる

ため、実証経営体はそれに準じ４人で作業した。

４人がそれぞれ、「収穫機を運転する（オペレー

タ）」、「荷台でキャベツの切り口を整える」、「外葉

をはずし、鉄コンテナに入れる」、「鉄コンテナの

中でキャベツを受け取り、順に並べる」といった作

業内容を１人１作業担当した。

一方手収穫は、４人がそれぞれ「キャベツの大き

さを見て選抜したもののみカットし、調製後にプラ

スチックコンテナに入れ圃場外へ出す」作業内容を

担当した。

自覚疲労度は、機械収穫の場合、「荷台でキャベ

ツの切り口を整える」作業者が、右肩、右上腕、右

肘・前腕、右手・手首の4部位で、「１：わずかに

感じる（以下、１）」か「２：かなり感じる（以下、

２）」としたが、他の作業者はほぼ全ての部位で「０

：全く感じない（以下、０）」であった（表１）。

これは、機械収穫の場合、キャベツを掻き込み引

き抜きながら地際部を切断、その後機上までベルト

搬送し、機上で選別・調製する流れ作業になってお

り、特に機上での作業は「荷台でキャベツの切り口

を整える」作業者が搬送された全てのキャベツを最

初に調製することや、利き手側に負担がかかる作業

内容であるためと考えられた。

手収穫の場合は、年代にかかわらず全員が腰部に

疲労を感じ、首以外全ての部位で「１」・「２」と

した作業者もいた（表２）。

機械収穫した作業者の自覚疲労度平均と手収穫し

た作業者の自覚疲労度平均について作業前後の数値

の差をみると、機械収穫の場合は、全部位で差が小

さく、わずかに疲労を感じる程度であったが、手収

穫の場合は、腰部、左臀部・太腿、右臀部・太腿で

差が大きく、17部位全てにおいて疲労を感じている

ことが明らかとなった（表３）。

この自覚疲労度の差は、作業者の「機械収穫の場

合は体が楽である」との感想にも表れており、機械

収穫作業は、手収穫作業より軽労化していると考え

られた。

しかし、機械収穫の場合は、４人の組作業で行わ

れるため、作業内容はローテーションがなく固定化

されることが多く、一部の作業者に負担が偏ってい

ることが課題としてあげられた。この点については、

今後改善に向けて検討していく必要があると考えら

れた。
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４ まとめ

加工・業務用キャベツの機械収穫は、作業ローテ

ーションの組み方に工夫が必要であるものの、手収

穫に比べ、作業前後で自覚疲労度の差が小さく、作

業者への負担軽減が示された。このことは、高齢者

等労働弱者でも収穫作業を担当できることを示し、

労働力確保の面で有効であると考えられた。
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表１ キャベツ機械収穫の作業内容・身体部位別自覚疲労度

表２ キャベツ手収穫の身体部位別自覚疲労度

図１ 自記式質問紙

（疲労部位しらべ：日本産業衛生学会産業疲労

研究会撰）

表３ キャベツ収穫方法ごとの身体部位別自覚疲労度（作業前後の増減）

作業前 作業後 作業前 作業後
首 0 0.13 0 0.25 0.13 0.25
左肩 0 0.13 0 0.5 0.13 0.50
背部 0 0 0 0.25 0 0.25
左上腕 0 0.13 0 0.38 0.13 0.38
左肘・前腕 0 0 0 0.25 0 0.25
腰部 0.25 0.5 0.25 1.38 0.25 1.13
左手・手首 0 0.25 0 0.13 0.25 0.13
左臀部・大腿 0 0.13 0 0.88 0.13 0.88
左膝・下腿 0 0 0 0.38 0 0.38
左足・足首 0 0 0 0.25 0 0.25
右肩 0 0.5 0.13 0.50 0.5 0.38
右上腕 0 0.25 0.13 0.50 0.25 0.38
右肘・前腕 0 0.25 0.13 0.38 0.25 0.25
右手・手首 0 0.5 0 0.25 0.5 0.25
右臀部・大腿 0 0 0 0.88 0 0.88
右膝・下腿 0 0 0 0.38 0 0.38
右足・足首 0 0 0 0.25 0 0.25
※2017年2月7日､2月9日の2回、作業者4人の平均

機械収穫
（平均）

手収穫
（平均）

作業前後の増減

機械収穫 手収穫

作業内容

年代
調査時期 作業前 作業後 作業前 作業後 作業前 作業後 作業前 作業後
首 0 0 0 0.5 0 0 0 0.5
左肩 0 0 0 0.5 0 1 0 0.5
背部 0 0 0 0 0 1 0 0
左上腕 0 0 0 0 0 1 0 0.5
左肘・前腕 0 0 0 0 0 1 0 0
腰部 0 1 0 1 0.5 2 0.5 1.5
左手・手首 0 0 0 0 0 0.5 0 0
左臀部・大腿 0 1 0 1.5 0 1 0 0
左膝・下腿 0 0 0 0.5 0 1 0 0
左足・足首 0 0 0 0 0 1 0 0
右肩 0 0 0.5 1 0 1 0 0
右上腕 0 0 0.5 0.5 0 1 0 0.5

右肘・前腕 0 0 0.5 0.5 0 1 0 0

右手・手首 0 0 0 0.5 0 0.5 0 0
右臀部・大腿 0 1 0 1.5 0 1 0 0
右膝・下腿 0 0 0 0.5 0 1 0 0
右足・足首 0 0 0 0 0 1 0 0
※2017年2月7日､2月9日の2回の平均

キャベツの大きさを見て選抜したもののみカットし、調製後にプラスチックコンテナに入れ圃場外へ出す

60歳代 60歳代 30歳代 60歳代

年代
調査時期 作業前 作業後 作業前 作業後 作業前 作業後 作業前 作業後
首 0 0.5 0 0 0 0 0 0
左肩 0 0 0 0.5 0 0 0 0
背部 0 0 0 0 0 0 0 0
左上腕 0 0 0 0.5 0 0 0 0
左肘・前腕 0 0 0 0 0 0 0 0
腰部 0 0 0 0 0.5 1.5 0.5 0.5
左手・手首 0 0 0 1 0 0 0 0
左臀部・大腿 0 0 0 0.5 0 0 0 0
左膝・下腿 0 0 0 0 0 0 0 0
左足・足首 0 0 0 0 0 0 0 0
右肩 0 0 0 2 0 0 0 0
右上腕 0 0 0 1 0 0 0 0
右肘・前腕 0 0 0 1 0 0 0 0
右手・手首 0 0 0 2 0 0 0 0
右臀部・大腿 0 0 0 0 0 0 0 0
右膝・下腿 0 0 0 0 0 0 0 0

右足・足首 0 0 0 0 0 0 0 0

※2017年2月7日､2月9日の2回の平均

鉄コンテナの中で
キャベツを受け取
り、順に並べる

60歳代 60歳代 30歳代 60歳代

外葉をはずし，鉄コ
ンテナに入れる

作業内容
オペレーター

（収穫機を運転）
荷台でｷｬﾍﾞﾂの切り

口を整える
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